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学校評価委員会 議事録 

2022.3.1 広島アニマルケア専門学校 小町校舎 Ｂ棟 3 階教室 

 



令和 3年度 内部委員会議事録 

 

日時 令和 3年 3月 1日（火）14時～ 

場所 広島アニマルケア専門学校 小町校舎 B棟３階 

 

 

出席者 

校長（委員長） 松本修 

副校長 松隈宗裕 

教務主任 橋本昭 

事務長 片山誠 

法人本部職員 中塚智紀 

書記・記録 上杉誠 ・ 西森将浩 

会議内容 

発言者 発言内容 

議題１ 委員会主旨 

松本 よりよい教育活動を行うため忌憚のない意見をお願いしたい。 

議題２ ２０２１年度入学生及び在学生状況 

松本 理由は様々であるが残念ながら毎年退学者が出ている状況。 

議題３ 卒業生の状況 

松本 就職状況は就職意欲がない学生も含まれる。意欲あるものについての就職率は１００パーセントであ

る。 

議題４ ２０２２年度入学予定者 

松本 入学者数については、過去最高になっている。 

看護コースについても過去最多となっており、愛玩動物看護師（国家資格）の影響もあるのではないだ

ろうか。セラピーコースは徐々に増えてほぼ定員充足状況となっている。 

橋本 看護の就職率 86パーセントについては。飼育員希望者は求人のタイミングが遅いため 3月末になれば

100パーセントに近くなるだろう。 

一般職内定者も多くなってきている。動物以外の企業協力を繋げていかなければならない。 

能力の低い学生に対する進路の方向性も見つけていかなければならない。 

近年ペットショップの求人は増えてきている。 

愛玩動物看護師取得者を求人する企業（大手のペットショップ）も増えてきている。 

松隈 2022年度については、看護コースに筆記試験ができる。 

3 年課程定員 50名に対して受験生 70 名程度と考えると、レベルの高い高校へのアプローチが必要。

また、現 2年課程の学生が 3年課程にすべてコース変更することは考えにくい。 

というところで、今後どのような対策が必要か考えていかないといけない。 

橋本 豊田高校ガイダンスにおいて、これまで 2 年課程だったのが 3 年課程になることに生徒はさほど抵抗は

ない様子だった。 

筆記試験については、はじめは少しレベルを下げないと合格者は減る。少しレベルを下げないといけな

いかも。 

片山 入試に関して看護コースで 2 回筆記試験があるというのは厳しいのかも。AO+推薦（指定校）を受験し

た場合 

受験生が定員 50名を大幅に超えるのではないか。 

松隈 それはない。これまでと同様の人数だと考えている。 

片山 AO入試の合格者数を考えながら合格者を出していかないといけない。 



橋本 筆記試験のレベルについては、3年くらいかけて線引きを確定する。 

議題５ 自己点検・自己評価内容 

松本 自己点検などについて 

アンケート結果は大方 4以上と評価は高いが、GR コースの理容美容の科目が 3.8 となっている。 

GR コースの後期の科目において 3.7 という評価が出ている。 

学生自身がシラバスの意味を理解していないということが考えられる。 

4.0以上ある評価（平均）については、まずまずと考えられる。 

在校生のアンケートをこれからも継続しながら、科目ごとに評価していくことが必要 

橋本 3月 25日の職員会議に評価アンケートを資料としておろす 

議題６ 教職員アンケート内容 

松本 保護者アンケートについて 

学校からに連絡報告の部分については低く評価されている。 

11番、この学校に入学させて良かったか？ 

GR コース 2年生が目立って低い。 

GR コース 1年生については高評価である。 

セラピーコースの 1年生の評価が少し低い。 

保護者も答える質問もあるが、学校にいれてよかったと思われるよう対応していかなければならない。 

セラピーコースで連絡報告評価が低いところがある。 

松隈 GR コースが気になるところで、学生と保護者の評価の低い部分が合致している。子供からの話を評価

してのことなのか。 

保護者への連絡の回数を増やしていかないといけないのか。その必要はある。 

在校生の評価が高い保護者の評価も比例して高い傾向にある。 

橋本 入試と保護者会を実施して、いろいろクレームもあったが最後はありがとうございましたと言われた。 

次年度より HP に行事予定や連絡事項等を PDF にして掲載予定。保護者に向けての情報発信を検討

している。 

事由参観日を設けてもいいのではないか。（2~3時間）今後検討材料として。 

松本 在校生の評価と保護者の評価にあるギャップを埋めるために、HP での情報発信や授業参観等で対応

を考えていかなければならない。 

議題７ ２０２１年度 自己評価について 

松本 職員アンケートについて 

おおむね 8に近いところを示している。 

全く評価しないというとこを見ていかないといけない。 

課題と改善点についての資料の中で、項目 3-5 課題の１、同様に頑張っている学生への対応が違うこ

とについて、気になる。 

他にご意見は。 

橋本 全の問題は上に上がることなくコース単位で止まっていることがある。 

どこのレベルの問題かわからない。 

はっきりと学生から言われたことがある。 

中塚 大学では窓口が設けられている。大学ではハラスメントの相談が多い。 

学生部長が取りまとめている。 

橋本 教員以外に配置する人員増員はほしいところ。 

保健室もなければ保健師もいない。週に 1回でも来てくれればという話は上げている。 



 

松隈 市や県に相談することも必要か 

人を紹介してくれる。元校長など相談員がいるらしい。人員選択には気を付けないといけない。並木に

はそのシステムがある。 

片山 相談窓口はあったらよいと思うが、保護者の評価向上を優先するべき。 

橋本 本校においては SNSの攻撃が多いのでは。学力相談はあまりない。 

松本 法人本部に置いては？ 

橋本 学生は法人本部にはいかない。いけない。 

学校に置いて学校で対応を考えていくのがいいのでは。 

片山 場所の確保も難しい状況。（人目につかない場所） 

松本 面談実施しているところを通じて教職員評価が上がることが望ましい。 

学生と保護者のギャップについては HP・保護者会を実施。 

教職員アンケート課題解決に努力していく。 

スクールカウンセラーについては、窓口設置を導入に向けて取り組みたい。 

議題８ ２０２２年度 目標設定 

松本 目標設定については先ほど申し上げたところを改善していく。 

1学生と保護者のギャップについては HP・保護者会を実施。 

2教職員アンケート課題解決に努力していく。 

3スクールカウンセラーについては、窓口設置を導入に向けて取り組む。 

議題９ 外部評価委員会について 

松本 日程については、 

3月 28日（月曜日）13時 30分～ 

内部評価委の内容を踏まえた意見交換を行う。 

議題 10 申請に向けて 

松本 申請に向けて、外部評価委員会の議事録が揃えば書類はできる。 

5月提出 夏に訂正 8月 9月に認可降りる見込み。（就学支援金） 

片山 就学支援金に関しては自分の学校が可能というキャッチで営業は NG。 

議題 11 その他 

松隈 内部評価委員の変更については届け出が必要か。（いらない） 


